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研究成果の概要（和文）：現代社会において、経済取引は複雑化している。このことに対処するため、取引のメ
カニズムをどのように設計するべきか、メカニズムをどのように実践すればいいか、は、ミクロ経済学の中心的
な問題になっている。特に、時間を通じて取引や選択決定がなされる状況の分析、および、取引を仲介するビジ
ネスの在り方についての分析は、未開拓の先端研究テーマである。このプロジェクトは、このテーマを、理論と
実験によって解明することを目的とした。その結果、初期投資のインセンティブを誘発する新しいオークション
方式の開発などに代表される、さまざまな研究成果を上がることができた。

研究成果の概要（英文）：It is a well-accepted view that the economic transaction becomes quite 
complicated in the society of today. To overcome this complexity, it is the central theme of 
microeconomics to develop new methods to design transaction mechanisms in theory and in practice. In
 particular, it is quite important to take into account the dynamic aspect of economic activities 
over time and the role of intermediary businesses. Based on this motivation, our research project 
explored the new approach to design dynamic mechanisms in the literature of auction in general, and 
also made various researches related to the issues of intermadiation and dynamics in theory and 
experiments. 

研究分野： Game Theory
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１．研究開始当初の背景 
経済取引を円滑にするためには、仲介システムが
うまく機能することが大事である。仲介システム
は、e-Commerce, クレジットカード、ヴィデオゲ
ームなど様々な局面において重要な役割をなして
いる。仲介システムは、産業組織の観点からはあ
る程度研究蓄積がある。しかし、システムがどの
ように設計されるかなどについての基礎がないた
め限界がある。 
また、現実の取引には、事前に設備投資や情報収
集活動をするなど、時間を通じた、動学的な経済
活動が関連している。このことは、経済システム
をどのように設計するべきかについて、本質的な
影響を与える。しかし、このケースにおいてもシ
ステムがどのように設計されるかなどについての
基礎が十分に研究されていない。 
以上のように、仲介システムと動学的決定の観点
から、制度設計をゲーム理論的に考察することが
重要になる。 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえて、ゲーム理論によるメカニズムデ
ザイン研究を進展させることによって、仲介シス
テムと意思決定のダイナミックスについてのミク
ロ的基礎の構築を進めた。より具体的には、仲介
人がシステムをどのように設計するか、参加主体
はどのように行動するか、設計が収益性や厚生に
どのような効果を与えるかを検討した。動学的仲
介システムの基礎を確立させた。具体的問題に対
して、望ましいオークションや仲介システム設計
の政策提言をした。金融仲介システムのミクロ的
基礎を構築し、バブル・クラッシュを説明するゲ
ーム理論を構築した。 
 
３．研究の方法 
基礎理論を構築し、その定性的な性質を解明する
こと。このモデルをラボ実験によって検証するこ
と。検証結果と整合的な、行動経済学のモデルを
構築すること。理論と実験の成果を、学術論文に
まとめ、おもに査読付き専門誌に投稿すること。
このプロセスにおいて、研究内容を精緻化するこ
と。 
 
４．研究成果 
以下の４つの研究テーマについて成果を出した。 
 
研究１：オークションとメカニズムデザイン： 
Myerson and Satterthwaite (1983)は、一単位取引にお
いて、仲介人が売り手買い手双方からマージンを
とるモデルを分析した。これを複数種財に拡張し、
複数の売り手を考慮し、仲介人も財を供給するよ
うな、一般的モデルを提示し、仲介人の期待収益
最大化設計案を提示した（論文[20]）。 
Myerson and Satterthwaite (1983)は、売り手一人買い
手一人財一単位では、予算制約下での効率的配分
達成が不可能であることを示した。これを一般化
して、予算制約下での効率的配分達成の必要十分
条件を明らかにした（論文[1]）。 
複数種財取引のための Combinatorial Auctionsは、
周波数、空港スロットなど、日本にとって重要な
応用研究であるが、羽田空港新規発着枠について
のオークション設計案に関する実験研究をまとめ

た（論文[28]）。 
オークションにおいて、経営資源などビジネスの
収益を生み出す資源配分がなされる。この場合、
オークションのルールが初期投資に影響を及ぼす
ことが考えられる。時間を通じて経済主体のイン
センティブを考察する分析をまとめた（論文[4]）。 
 
研究２：金融システム 
バブル現象にゲーム理論的基礎を与える理論とし
て、豊富な資金源を背景に、小さな非合理的期待
が大きなバブル現象を引き起こす可能性について
考察した（論文[26,27]）。 
また、金融仲介システムにおいて、金融資産の売
り手、買い手、仲介者のあいだでどのように収益
が分配されるかについて、パイロット実験を行っ
た。現在も進行中の実験研究である。 
 
研究３：Contract、Implementation、Repeated Games 
複雑な取引をオークションで行う場合の実践的な
フォーマットの在り方について理論的な基礎を与
える研究をまとめた。（論文[2]）。取引される財の
数や種類が多い場合には、意思決定やプロトコル
が複雑になるため、契約の不完備性との関連が重
要になる。しかし、論文[2]は、クロックオークシ
ョンを設計する場合、プロトコル自体は入札参加
者間の契約で合意する必要はなく、プロトコルの
詳細について仲介人の裁量にまかせることが可能
であることを示した。 
メカニズムデザインをする場合に均衡が複数存在
する可能性があるので、一意性を要求する遂行問
題が重要になる。論文[15]は、各経済主体がどのよ
うなタイミングで情報収集しているかという動学
的側面を制度設計に取り入れることによって一意
性の問題が解決することを示した。 
 
研究４：実験経済学 
繰り返しゲームの実験においては、トリガー戦略
のような理論で扱われる均衡ではなく、Generous 
Tit-for-Tat というマルコフ戦略がおよそ７０％観
察されることがわかった。その際に、多くの被験
者が既存の理論と正反対の行動をとっていること
も観測された。この実験結果にそくした新しい行
動経済学の理論を構築した（論文[5]）。 
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